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長周期地震動の予測情報に関する実証実験について	
� —気象庁、防災科学技術研究所—

1	 はじめに

大地震に伴い発生する、周期（揺れが1往復するのにかかる
時間）が長い大きな揺れのことを長周期地震動といい、高層ビ
ルなどを大きく長時間揺らし、被害を発生させることがありま
す。長周期地震動は遠くまで伝わりやすい性質があり、例え
ば、平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震では、震源
から遠く離れた東京都内や大阪市内の高層ビルで低層階より
も高層階で揺れが大きくなり、家具類の転倒・移動やエレベー
ターが停止するなどの被害がありました。
近い将来に発生が懸念される南海トラフ沿いの巨大地震など
では、長周期地震動によって高層ビルが集中する大都市圏で大
きな被害が発生するおそれがあります。
これらの状況を踏まえ、長周期地震動による被害軽減を図る
目的で、気象庁は平成23年度から有識者を交えて長周期地震
動の情報についての検討会を開催しています。長周期地震動の
観測結果について、平成25年3月からは長周期地震動による
揺れの大きさを4段階の「長周期地震動階級」（図1）で示す「長
周期地震動に関する観測情報」を気象庁ホームページで試行的
に提供してきました。（URL: http://www.data.jma.go.jp/
svd/eew/data/ltpgm/index.html）また、長周期地震動の
予測についても、平成28年度に取りまとめられた「長周期地
震動に関する情報検討会」の報告書では、将来的に緊急地震速
報の基準として長周期地震動の予測結果を取り込み、長周期地
震動階級3以上を予測した地域にも緊急地震速報（警報）を発
表することとしています。

2	 多様なニーズに対応する予測情報について

前項のとおり、気象庁では、広く一般国民向けに長周期地震
動の情報を提供することを検討しています。一方で、長周期地
震動による揺れは個々のビルごとに異なるので、エレベーター
の制御や館内放送等に利用するにはよりきめ細やかな情報が必
要になります。それぞれのニーズに対応する情報の提供におい
ては、民間事業者の役割も重要です。そのため、気象庁では平
成29年から「多様なニーズに対応する予測情報検討ワーキン
ググループ」（以下「WG」という。）を開催し、各業界団体の関
係者に具体的な事例を紹介していただきながら、長周期地震動
の予測情報に対してどのようなニーズがあるのか、また予測技
術としてどのような手法があるのか、ということについて議論
をしています。これらの議論の結果は、平成30年度末までに
報告書として取りまとめられる予定です。
長周期地震動に関する予測情報については、長周期地震動の

揺れを事前に予測し、備えることで被害の軽減に役に立つ情報
ですが、全く新しい情報であるため、実際に提供するにあたっ
てどのような問題があるのかを十分に検証する必要がありま
す。防災科学技術研究所（以下「防災科研」という。）では、緊急
地震速報（予報）で発表される震源のデータを使って長周期地
震動の予測を行い、さらに全国の観測点からのデータもリアル
タイムで取り込み提供するシステムを開発しています。気象庁
と防災科研では、上記WGの下、この防災科研のシステムを
用いた「長周期地震動の予測情報に関する実証実験」（以下「実
証実験」という。）を行っています。
【参考】�「長周期地震動の予測情報に関する実証実験（第1期）」

のページ（防災科研のHP）� �
https://www.lmoniexp.bosai.go.jp/

図１　長周期地震動階級と高層ビルにおける人の体感･行動、室内の状況等との関連
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実証実験では2つの実験を行っています。
ひとつめの実験は、防災科研が開発した「長周期地震動モニ
タ」（図2）を使った実験です。「長周期地震動モニタ」では、防災
科研が運用する地震観測網から送られたデータを基に長周期地
震動の揺れの様子がリアルタイムに常時表示されます。地震が
発生し、気象庁から緊急地震速報（予報）が発表されると、緊
急地震速報の震源とマグニチュードを用いて計算された長周期
地震動の予測結果が地図上に表示され、予想される最大の長周
期地震動階級も数値としてテキストボックスに表示されます。
平成29年度の第1期の実証実験（平成29年11月〜平成

30年3月）では、約1,500人にユーザー登録いただき、長周
期地震動の予測情報を利用していただきました。平成30年度
は、第1期のアンケートの結果等を踏まえ、予め登録した地
点における予測情報を数値表示するなどの改善を行い、10月
に第2期実証実験のユーザー募集を開始します。
第2期の実証実験でも引き続き参加者からの意見を募り、

長周期地震動の情報をより利用しやすい情報にするために、内
容を検討していきます。
 

もうひとつの実証実験は、数値データとして長周期地震動の
予測結果を実験参加者に提供し、参加者側でどのようにデー
タを加工すれば有効利用が可能かを検討する実験です（図3下
部）。この実験では、WebAPIという仕組みを用いて、実験参
加者が指定した場所の観測データや予測結果を数値データとし
て取得することができます。参加したWG関係者では、例え
ば高層ビルの管理センターの職員が、管理しているビルのピン
ポイントの揺れの予測情報について入手することができ、防災
の初動対応等に使われているほか、今後はエレベーターの制御
にも使って、地震の揺れが伝わる前にエレベーターを停止させ、
閉じ込め防止に役立てることができるように検討しています。

3	 今後にむけて

長周期地震動については、東日本大震災における東京や大阪
での高層ビルの被害などが報じられ、一般の方にも知られるよ
うになってきました。一方でその対策は十分ではなく、長周期
地震動の情報の利活用についても、残念ながら多くの方に認知
されているとはいえない状況です。国民一人ひとりに長周期地
震動について理解していただき、事前の備えや地震発生後の対
応について十分に考え、実行していただくことが、長周期地震
動による被害の軽減につながると考えます。気象庁や防災科研
などでは、長周期地震動による被害を軽減するために、実証実
験などの取組を通じて、長周期地震動の予測技術の開発、普及
啓発等について引き続き取り組んでまいります。

 
図３　長周期地震動の予測情報に関する実証実験のイメージ

図２　長周期地震動モニタ



地震調査研究の

最前線
地震調査研究の最前線

地震本部ニュース   2018秋� 8

	  �気になる地震、スロースリップ	
� —文部科学省、気象庁、国土地理院、防災科学技術研究所—

1	千葉県東方沖で発生したスロースリップ
今年の6月に入った頃から、千葉県東部や周辺の沖合でゆっくり
すべり（スロースリップ）に起因すると考えられるまとまった地震活
動が観測されました（図1）。これらの地震の中には最大震度4の揺
れが観測されたものもあることから、スロースリップの状況を逐次
把握することは、それに起因する地震発生の可能性を検討する上で
重要です。そのため、地震活動や地殻変動を常時観測している機関
では、スロースリップの発生、進行状況等について監視しています。

図1　6月の房総半島沖周辺の地震の震源分布…
（震度1以上が観測された地震）

2	「地震」と「スロー地震」
スロースリップはスロー地震と呼ばれる現象の一つです。通常の
地震はプレート運動等によって地下の岩盤に蓄積されたひずみエネ
ルギーが断層運動によって解放される現象です。通常の地震では、
断層が高速でずれ動くことで、蓄積されたひずみエネルギーの解放
に伴って、地震波を放射し、私たちはその揺れに気づきます（図2
の②）。一方、スロー地震はプレート境界の断層がゆっくり動く現象
で、それ自体は私たちが気づくような揺れを発生させませんが（図2
の③）、スロー地震に伴い、わずかな地殻変動や、通常より周期が長
いわずかな地震波を放出する低周波地震（または低周波微動）がとら
えられることがあります。ただし、千葉県東方沖の場合は、今年の
6月頃の事例のように、有感地震を伴うことが知られています。
スロー地震はそれ自体が直接被害を発生させるものではありませ
んが、南海トラフ地震など、巨大地震との関連性が指摘されてい
て、スロー地震が巨大地震の震源域に与える影響等、巨大地震の発
生メカニズム解明のための研究対象として注目されています。
スロースリップと巨大地震との関連を示すものとして、平成23
年（2011年）東北地方太平洋沖地震の例があります。本震の2日前
に発生した前震（M7.3）の後にスロースリップが発生し、それが本
震の破壊開始点に向かって移動していったことが断層の破壊を促進
させた可能性があること等がこれまでの研究でわかっています。

図2　「通常の地震」と「スロースリップ」…
平成28-32年度 文部科学省・日本学術振興会科学研究費助成事業 新学術
領域研究 「スロー地震学」（JP16H06472）一般向けリーフレットより

3	どう見つける？スロースリップ
スロースリップは発生しても大きな揺れを伴わないので、私たち
が生活の中でその発生に気づくことはありません。しかし、スロー
スリップの発生を捉え、その進行状況を監視することは、プレート
運動によって生じたひずみエネルギーの蓄積／解放の仕組みや巨大
地震発生との関連性の解明などのために重要です。では、どのよう
にスロースリップの発生を捉えるのでしょうか。ここではスロース
リップの発生・進行を監視する観測手法について紹介します。全国
で高精度な観測ができる体制が整っていることで気づきにくい変化
を捉えることができるのです。

〈地殻変動観測〉
国土地理院では、全国約1,300箇所に電子基準点（GNSS連続
観測点）を設置して、常に地表の動き（地殻変動）を1 cmレベルの
精度で監視しています（図3）。これまでの観測から、主に日本列
島に対する太平洋プレートとフィリピン海プレートの沈み込み運
動により、日本の各地点では少しずつほぼ一定の速さ・方向に動き
ながら、ひずみエネルギーが蓄積されていく様子が捉えられていま
す。もし、スロースリップによってひずみエネルギーの解放が始ま
ると、その周辺では通常とは異なる地殻変動が生じます。これによ
り、スロースリップの発生を捉えることができます（図4）。
地殻変動はその場所の傾きとしても現れます。防災科学技術研究
所が全国に設置している高感度地震観測網（Hi-net）では、微小地震
を観測するだけでなく、地面の傾きを測ることができます。水平に
置いた10km棒の片側を1mm持ち上げた程度の傾きまで検出する
ことができるので、スロースリップに伴うわずかな変動の有無を検
出することができます（図4、5）。さらに、気象庁や産業技術総合
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研究所では非常に小さな変化も捉えることができるひずみ計による
地殻変動の監視も行っています（図6）。

図3　今年6月のスロースリップに伴う地殻変動を捉えた電子基準点…
「千葉大原」の外観（電子基準点は主に学校や公園に設置されています）

図4　異常な変動によるスロースリップの検出（イメージ）

図5　高感度地震観測網（Hi-net）の観測施設

図6　ひずみ計が設置されている施設（A）とひずみ計埋設時の写真…
（Bの中央がひずみ計で、地中深くに設置されます）

〈地震観測〉
2018年6月からの千葉県のスロースリップでは、まとまった地
震活動が見られ、震度1以上の地震が20回以上観測されました。
一方、中部地方南部や近畿地方南部、四国地方でもしばしばスロー
スリップが発生しますが、その際には私たちが感じることのない深
部低周波地震（微動）が多く観測されます。このように、スロース
リップに伴って発生する地震活動は場所によって異なる特徴がある
ことがわかっています。さらに、スロースリップの進行とともにそ
れに伴う低周波地震活動が東や西に移動していくこともあり、地震
観測によってスロースリップ時のこのような地下深部の状況の変化
を捉えることができます。

4	世界中で見られるスロー地震
図7にあるように、スロー地震は世界中で観測されており、特に
珍しい地震現象ではないことがわかってきています。またスロー地
震の発生域の近くでは南海トラフや東北地方太平洋沖と同様に巨大
地震が過去に発生しているところもあります。そのため、スロー地
震は世界的にも注目されている地震現象であり、日本では、従来の
「地震学」とは別のテーマで、科学研究費助成事業新学術領域研究
「スロー地震学」として、東京大学地震研究所を中心に集中的な研究
が行われています。
私たちの足元で静かに発生するスロースリップ。その発生は何を
意味するのか。今後の研究成果が期待されます。

 
図7　世界中で発生しているスロー地震…

（SSE：スロースリップ、VLF：超低周波地震）
平成28-32年度 文部科学省・日本学術振興会科学研究費助成事業 新学術領域研究 「スロー地震学」（JP16H06472）一般向けリーフレットより

https://www.jishin.go.jp/main/herpnews/series/2011/1103_05.html
https://www.jishin.go.jp/main/herpnews/series/2011/1103_05.html
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/project/sloweq/
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	 �海溝型地震の長期評価の広報資料を改善	
　　　　  〜ランク分けを導入〜	

地震調査研究推進本部（地震本部）地震調査委員会では、主な活断層と海溝型地震を対象にした地震の規模や一定期間内に地震が発
生する確率などを評価（長期評価）し、公表しています。
しかし、活断層についての地震発生確率が一般・自治体の方々には、低く捉えられる恐れがあることが2016年の熊本地震後に改
めて明確となったため、活断層の長期評価の広報資料は、確率に基づくランク分けを導入するようになりました。
一方、海溝型地震の長期評価の広報資料については、活断層による地震と比較して発生確率が高いことから引き続き発生確率を使用
していましたが、発生確率が分かりにくいこと、また、例えば、北海道北西沖の確率が0.006～0.1％を表していることが安全であ
るとの誤解を受ける可能性があることから、発生確率を使わない方法の検討をすべきとの指摘がありました。

このたび、政策委員会総合部会において検討
がなされ、当面図１を改善版として定め、公表
しました。
主な改善点は、以下の通りです。
● �30年以内の地震発生確率がそれぞれ26%
以上、3〜26％未満、3％未満をⅢ、Ⅱ、
Ⅰとし、さらに地震発生確率が不明（過去の
地震のデータが少ないため、確率の評価が
困難）なものをＸ（エックス）とした４段階
のランク分けを導入

● �主な海溝型地震の過去の発生履歴を記載
● �ランク分けに関わらず、日本ではどの場所
においても、地震による強い揺れに見舞わ
れる恐れがあることを認識してもらうため
に、そのことを明記

また、今回の改善では、長期評価の年次更新
の公開資料についても、地震発生確率が急激に
高くなるとの誤解を回避する公開方法の検討が
なされ、同資料に地震発生確率の計算値を参考
資料として追加することも決定しました。

今後、海溝型地震の長期評価、活断層の長期
評価、全国地震動予測地図の公表資料について
は、配色の検討、地域評価の導入などを踏ま
え、一般、自治体、専門家といった各主体を想
定した階層構造による、より適切な資料となる
よう、引き続き検討を行っていきます。

編集・発行
地震調査研究推進本部事務局…
（文部科学省研究開発局地震・防災研究課）
東京都千代田区霞が関 3-2-2
＊本誌を無断で転載することを禁じます。
＊�本誌で掲載した論文等で、意見にわたる部分は、筆者の個人的意見であることをお断りします。

地震調査研究推進本部が公表した資料の詳細は、 地震本部のホームページ 
http://www.jishin.go.jp で見ることができます。

ご意見・ご要望はこちら ➡ news@jishin.go.jp
＊�本誌についてご意見、ご要望、ご質問などがありましたら、電子メールで
　地震調査研究推進本部事務局までお寄せください。
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岡山

釧路

Ｍ８.８程度以上　Ⅲランク

千島海溝の17世紀型

十勝沖

M８程度　Ⅱランク

三陸沖

M７～M８程度　Ⅲランク

東北地方太平洋沖型

M８～M９程度　Ⅰランク

相模トラフ（M８程度）

M７．９～８．６程度　Ⅱランク

その他の南関東の地震

M６．７～７．３程度　Ⅲランク

青森県西方沖から北海道西方沖

M７．５～M７．８程度　Ⅰランク

秋田県沖から佐渡島北方沖

M７．５～M７．８程度　Ⅱランク

新潟県北部沖から山形県沖

M７．５～M７．７程度　Ⅰランク

宮城県沖
M７．０～M７．６程度　

Ⅲランク

福島県沖から茨城県沖
M６．７～M７．６程度

　Ⅲランク

三陸沖北部から房総沖
の海溝寄り

M８～M９程度　Ⅲランク

【千島海溝の17世紀型の地震例】

17世紀：十勝沖から根室沖

【東北地方太平洋沖型の過去の地震例】

2011年：東北地方太平洋沖地震
　　(東日本大震災）

【千島海溝の過去の地震例】

1843年：根室沖
1894年：根室沖
1952年：十勝沖
1973年：根室沖
2003年：十勝沖

【相模トラフM８程度の過去の地震例】

1293年：永仁地震

1703年：元禄地震

1923年：大正地震

　　　　　　　　　(関東大震災）

【その他の南関東の過去の地震例】

18世紀終わりから現在までに９回

<代表的な地震>

1855年：安政江戸地震

1894年：明治東京地震

根室沖から
色丹島沖及び択捉島沖

M８程度　Ⅲランク

M７．８程度　Ⅰランク

北海道北西沖

○ ランク分けに関わらず、日本ではどの場所においても、地震によ
　  る強い揺れに見舞われるおそれがあります。

南海トラフ

M８～M９程度　Ⅲランク

【南海トラフの過去の地震例】

1361年：正平東海地震

1361年：正平南海地震

  1498年：明応地震　　　　

  1605年：慶長地震　　　　

  1707年：宝永地震　　　　

1854年：安政東海地震

1854年：安政南海地震

   1944年：昭和東南海地震

1946年：昭和南海地震

【Ⅲランク、Ⅱランク、Ⅰランク、Ｘランクのいずれも、 すぐに地震が起こることが否定できない】

２０１８年２月９日現在

図1　海溝型地震の長期評価（ランク分け）


